
概要

アセロラとドラゴンフルーツ栽培
環境配慮型農業が時代に求められるあり方だと考え、温泉熱の活用に取り組みはじめる。
掛け流しで廃棄されていた温泉水を引き込み、熱交換で得た湯を地下に埋設したパイプに流しハ
ウス内を暖め、ドラゴンフルーツなどの果樹を栽培。消雪にも利用。

事 業 者 名 (有)FRUSIC

所 在 地 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷

泉 質 単純温泉

温 泉 温 度 70℃

熱利用温度 不明

稼 働 開 始 2007年

主な温泉熱利用方法のシステム 主な効果

水

温泉

低 高

ビニールハウス

温泉
約70℃

栽培ハウス

熱交換器 真水（循環）

温泉
約35℃

• 教育機関からの視察研修
• 飛騨高山物産展への参加
• 地域の来訪者増

観光業＋農業＋地域資源でにぎわい創出

熱交換器を使って温泉で温めた循環
水（井戸水等）や、温泉そのものを
ハウス内に流すことで、ハウスを温める
ことができます




